南三陸町神割崎キャンプ場及び神割観光プラザ指定管理業務仕様書

第１　趣旨
　　　南三陸町野営場条例（平成１８年南三陸町条例第１４号。以下「野営場条例」という。）及び同条施行規則（平成１８年南三陸町規則第１９号、以下「野営場規則」という。）並びに南三陸町神割観光プラザ設置及び管理条例（平成１８年南三陸町条例第１５号。以下「設置管理条例」という。）及び同条施行規則（平成１８年南三陸町規則第１８号。以下「設置管理規則」という。）に定めるもののほか、指定管理者が行う業務の詳細について定めることを目的とする。

第２　管理業務に関する基本的な考え方
　１　神割崎キャンプ場は、野外活動の振興を図り、青少年の健全な心身の育成及び地域住民の福祉向上を目的とし、神割観光プラザは、観光レクリエーション活動のための利便の増進を図るとともに、地場産品の生産及び販売の拡大により、農林水産業等の振興発展を促進し、もって町民のゆとりある文化的な生活の向上に寄与することを目的に設置された公の施設であり、設置目的に沿った管理業務を行うこと。
　２　野営場条例、野営場規則、設置管理条例、設置管理規則、その他関係法令の規定を遵守すること。
　３　施設利用者の安全を第一に、サービスの向上及び施設の適正な管理運営を行うこと。
　４　公の施設であることを常に念頭において、公平な運営を行うこととし、特定の団体等に有利あるいは不利になる運営をしないこと。
　５　効率的、効果的に管理業務を行い、経費の節減に努めること。
　６　施設の設置目的に合致し、かつ管理業務の実施を妨げない範囲において、創意工夫により魅力ある自主事業を積極的に行うこと。
７　管理業務実施上必要となる個人情報について、適正な管理を行うこと。

第３　管理施設及び業務箇所
　１　施設の名称及び所在地
【名　　　称】　　南三陸町神割崎キャンプ場及び神割観光プラザ
【所　在　地】　　宮城県本吉郡南三陸町戸倉字寺浜８１番地２３ほか
　２　管理施設等の内容
（１）　一般キャンプ場　（園地面積　約7ｈａ）
　　　①　炊事棟　　　　　　　　　３棟
　　　②　公衆便所（水洗）　　　　１棟
　　　③　公衆便所（非水洗）　　　３棟
　　　④　四阿（あずまや）　　　　２棟
　　　⑤　サニタリーハウス　　　　１棟
　　　⑥　バーベキューハウス　　　１棟
　　　⑦　倉庫（旧シャワーハウス）１棟
　　　⑧　ログキャビン　　　　　　３棟
　　　⑨　テントサイト　　　　１５区画
　　　⑩　フリーサイト　　　　３５０張
　　　⑪　その他（多目的広場、園路、樹木、各種案内板、安全柵ほか）
　（２）　オートキャンプ場　（敷地面積　9,470㎡）
　　　①　オートサイト（ＡＣ電源付）２０区画
　　　②　サニタリーハウス　　　　　　　１棟
　　　③　自動ゲート　　　　　　　　　　１式
　　　④　その他（利用者専用園路、樹木　ほか）
　（３）　神割観光プラザ　（建築面積　419.16㎡、床面積　381.07㎡）
　　　　　キャンプ場管理センター、多目的ホール、レストラン、事務室、宿直室、展示コーナー、トイレほか
　（４）　その他
　　　①　イベント広場（面積　2,800㎡）
　　　②　駐車場（面積　5,100㎡）　
（５）　管理物品
　　　　　管理物件一覧表（別表）のとおり
＊　全体敷地面積約17ｈａ（海岸線の保安林を含む。）
　　　　　本施設は、寺浜契約講などの土地所有者から賃貸借契約により土地を借受し、南三陸町（以下「町」という。）が施設整備したものであるため、当該施設の敷地に係る賃借料は、町が支払うものとします。

第４　指定期間
　　　平成２７年４月１日から平成３２年３月３１日まで（５年間）

第５　管理基準
１　利用期間は、次の休業期間を除く期間とします。
　（１）　一般キャンプ場・オートキャンプ場ほか
　　　①　冬季休業（１２月１日から翌年３月３１日まで）
　　　②　施設の点検等に要する期間
　　　　　＊　平成２７年については点検期間として、４月１日から６月３０日までは休業することができることとします。
　　　③　町が災害、事故等により、同施設の利用を困難と判断した期間
　　　※　ただし、指定管理者は、南三陸町長（以下「町長」という。）の承認を得て、休業日を変更し、又は別に休業日を定めることができます。
　（２）　神割観光プラザ
　　　①　定休日（毎週火曜日）、年末年始（１２月２９日から翌年１月３日まで）
　　　②　施設の点検等に要する期間
　　　　　＊　平成２７年については点検期間として、４月１日から６月３０日までは休業することができることとします。
　　　③　町が災害、事故等により、同施設の利用を困難と判断した期間
　　　※　ただし、指定管理者は、町長の承認を得て、休業日を変更し、又は別に休業日を定めることができます。
　２　利用時間
　（１）　キャンプ場宿泊の場合　宿泊当日午後１時から翌日午前１１時まで
　（２）　キャンプ場日帰りの場合　午前１０時から午後５時まで
　（３）　神割観光プラザの場合
　　　①　４月１日から１１月３０日のキャンプシーズンは、午前９時から午後６時までとします。（多目的ホールの利用があるときは午前９時から午後９時までとします。）
　　　②　１２月１日から３月３１日までは、午前９時から午後４時までとします。（多目的ホールの利用があるときは午前９時から午後９時までとします。）
　　　※　ただし、指定管理者は、町長の承認を得て、利用時間を変更し、又は別に利用時間を定めることができます。
３　法令等の遵守
　　　指定管理者は、管理業務の遂行に当たっては、次に掲げる法令及び南三陸町神割崎キャンプ場及び神割観光プラザ指定管理業務基本協定書等を遵守しなければならない。なお、本指定期間中にこれらの法令に改正があった場合は、改正された内容を仕様とする。
　（１）　地方自治法（昭和２２年法律第６７号）
　（２）　地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）
　（３）　野営場条例
　（４）　野営場規則
　（５）　設置管理条例
　（６）　設置管理規則
　（７）　南三陸町行政手続条例（平成１７年南三陸町条例第１３号）
　（８）　南三陸町個人情報保護条例（平成１９年南三陸町条例第４号）
　（９）　南三陸町情報公開条例（平成１７年南三陸町条例第１２号）
　（10）　南三陸町財務規則（平成１７年南三陸町規則第３２号）
　（11）　行政不服審査法（昭和３７年法律第１６０号）
　（12）　行政事件訴訟法（昭和３７年法律第１３９号）
　（13）　その他関係する法令

第６　指定管理者が行う業務の範囲及びその具体的な内容
　１　施設全体の管理運営業務
　（１）　南三陸町神割崎キャンプ場及び神割観光プラザの施設（以下「施設」という。）全体の経営マネジメント業務
　（２）　施設の総務・経理業務
　（３）　事業報告書の作成及び提出等
　２　利用許可に関する業務
　（１）　概要
①　施設の利用許可を受け付け、その申請に対し利用許可を行うこと。
　　　②　利用申請受付時には、利用者からの相談を受け付け、必要な助言を行うこと。
　　　　なお、施設の目的外利用等、疑義の生じる相談があった場合には、町と相談すること。
　　　③　指定管理者が行う利用許可は行政処分にあたり、行政手続条例、行政不服審査法、行政事件訴訟法の適用を受けることに留意すること。
　（２）　指定管理者が行う利用許可の範囲
　　　　　指定管理者は、次に掲げる利用許可を行う。
　　　①　キャンプ場の利用許可申請の受付及び利用許可証の交付業務
②　観光プラザ多目的ホールの利用許可申請の受付及び利用許可証の交付業務
　　　③　キャンプ場及び観光プラザの施設利用料金の収納業務
　（３）　利用許可の基準（審査基準）
　　　　　指定管理者は、施設を利用しようとする者から利用許可申請を受付けたときは、原則としてその利用を許可するものとする。ただし、施設を利用しようとする者が次の各号のいずれかに該当する場合には、施設の利用を許可しないものとする。
　　　①　公の秩序又は善良の風俗に反するおそれがあるとき。
　　  ②　施設を亡失し、又は損傷するおそれがあるとき。
　　  ③　その他施設の設置の目的に反するとき。
　（４）　利用許可取消しの基準（処分基準）
　　　　　指定管理者は、利用許可を受けた者（以下「利用者」という。）が次の各号のいずれかに該当すると認めたときは、利用許可を取り消し、又は施設の利用の停止を命ずることができる。
　　　①　他の利用者に迷惑をかけたとき。
　　  ②　施設を他の目的に利用したとき。
　　  ③　その他施設の管理上特に必要があると認めたとき。
　　  ※　さらに、指定管理者の指示に従わない者があるときは、施設への入場を禁止し、又は施設から退場を命ずることができる。
　（５）　利用許可の標準処理期間
　　　　　指定管理者が行う利用許可に係る標準処理期間は、１日とする。
　（６）　審査基準等の掲示
　　　　　指定管理者は、審査基準・処分基準・標準処理期間等を、申請者が確認できる場所に掲示すること。
　（７）　不利益処分を行う際の理由の通知と不服申立の教示（行政不服審査法、行政事件訴訟法）
　　　　　指定管理者は、施設の利用許可に関する不利益処分を行うときは、南三陸町行政手続条例に基づき当該不利益処分の理由を示すとともに、行政不服審査法に基づく審査請求ができる旨及び行政事件訴訟法に基づく処分の取消訴訟を提起することができる旨を教示すること。
　（８）　利用者による施設の原状回復及びその確認
　　　　　指定管理者は、利用者が管理物件の利用を終了したときは、管理物件が原状に回復されていることを速やかに検査することとし、原状に回復されていないと認めるときは、利用者に対し必要な指示を行うこととする。
　（９）　利用許可に関する事務処理状況の記録（日報の作成等）
　　　　　指定管理者は、毎日、利用許可申請件数及び施設利用者数について記録した日報を作成すること。
３　利用料金に関すること
（１）　利用料金の設定
指定管理者は、利用料金を、野営場条例及び設置管理条例に定める金額を上限として定めることとし、その決定及び改訂にあたっては、別記様式によりあらかじめ南三陸町長（以下「町長」という。）に協議し、その承認を得るものとする。
（２）　利用料金に係る事務処理
　　　　　指定管理者は、利用料金の収受、減免及び返還に関して、野営場条例及び設置管理条例の規定により適正に行うものとする。なお、利用料金の減免については、特別の事情があると認めた場合は、あらかじめ町長に協議し、その承認を得るものとする。
　（３）　利用料金に関する事務処理状況の記録（日報の作成等）
　　　　　利用許可に関する事務処理状況の記録とあわせ、利用料金に関する事務処理状況についても記録すること。
　（４）　利用料金の属する年度
　　　　  利用料金収入は、施設等の利用に供する日の属する年度の会計に属するものとする。
　４　施設の運営に関すること
　（１）　来場者サービス
　　　①　来場者への案内や各種問合せ等に適切に対応すること。
　　　②　各種団体からの視察等に対しては、資料配布や施設案内を行うこと。
　　　③　負傷者、急病人に対しては、必要に応じて応急手当やＡＥＤ（自動体外式除細動器）の使用、救急車の手配を行うなど適切に対応すること。なお、ＡＥＤの使用、救急車の手配を行った場合は、速やかに町に報告すること。
　（２）　利用者への指導
　　　①　利用許可申請の受付けに際しては、使用条件や利用上の注意事項を周知して利用時の混乱を未然に防止し、施設の運営管理に支障のないよう万全を期すること。
　　　②　施設使用時には、必要に応じて適切な助言や援助を行い、施設の運営管理に支障のないよう万全を期すること。
　（３）　広報、宣伝業務
　　　　　パンフレットの作成、報道機関への資料提供、町の広報誌及びホームページへの情報掲載等により積極的に広報活動を行うこと。
　（４）　掲示板等に関する業務
　　　　　ポスターやチラシの掲示、利用者への案内等の掲示物は、適正な場所に掲示し、利用者に見やすく不快感を与えないように景観に配慮するとともに掲示期間等に注意して適正に管理すること。
　（５）　利便施設の運営業務
　　　　　来場者の利便施設として設置している飲料用自動販売機等の取扱いは、次のとおりとします。
　　　①　飲料用自動販売機
　　　　　飲料用自動販売機は、神割観光プラザ入口に３台設置していますが、これらは指定管理者が自動販売機設置者と設置契約等（設置料、電気料、ゴミ処分料及びその他の管理経費に関する契約）を締結するものとし、設置料等は指定管理者の収入とします。
　　　②　その他の利便施設
　　　　　指定管理者が上記以外に利便施設を設置する場合は、町と協議し、承認を得ること。
　（６）　事件、事故への対応
　　　　　状況に応じて適切に対応し、警察への通報や救急車の手配を行った場合は、速やかに町に報告すること。
　（７）　地域防災計画への協力
　　　　　神割観光プラザは、南三陸町地域防災計画により震災及び風水害等の指定避難所に位置付けられております。災害発生時又は災害発生のおそれがある場合は、町の応急対策に関する業務へ協力すること。
５　施設及び設備の維持管理に関すること
　（１）　キャンプ場及び観光プラザ等の施設全体の維持管理業務（委託を含む。）
①　キャンプ場敷地内の清掃及び草刈、樹木等剪定業務　（詳細は、別記NO.1のとおり）
②　神割観光プラザ管理業務　　　　　　　　　　　　　（詳細は、別記NO.2のとおり）
③　消防設備保守管理業務　　　　　　　　　　　　　　（詳細は、別記NO.3のとおり）
④　ゴミ運搬収集業務　　　　　　　　　　　　　　　　（詳細は、別記NO.4のとおり）
⑤　浄化槽維持管理業務　　　　　　　　　　　　　　　（詳細は、別記NO.5のとおり）
⑥　光熱水費、消耗品等の需要費の支払い及びこれに係る保守点検業務
　　  ⑦　電話等通信運搬費、クリーニング等の役務費の支払い及びこれらの保守点検業務
　 　 ⑧　その他の維持管理業務（備品購入、簡易な修繕業務等）
　（２）　施設の亡失等の届出受理業務及び報告業務　
　　  ①　施設を亡失又は損傷させた利用者から、亡失等の届出を提出させ受理する。
　　  ②　亡失又は損傷した施設の被害の状況、原因、応急措置の状況等を町に報告する。
　（３）　シャワー料金等収納業務
　　 　 　キャンパーが利用するシャワー利用料及びガスコンロ利用料等の収納業務（コイン式）については、安全対策の観点から随時収納すること。また、収納した当該利用料金は指定管理者の収入とする。
　（４）　備品の管理
　　　　  指定管理者は、町が所有する備品について一覧表を備え、常に数量、使用場所、使用状況等の把握に努めること。また、ラベルの貼付等の方法により、指定管理者が所有する備品と区別すること。
　（５）　管理用車両の維持管理
　　　①　施設の維持管理業務（ごみの収集・処理場への運搬等）を行うため、軽トラック１台をリースすることができることとする。指定管理者は、事業収支計画書を作成する際に、軽トラックをリースする場合は、必要な経費として５０万円を計上することができる。
　　　②　指定管理者は、運転した日時、場所、目的、運転者氏名等を記録した運転日誌を作成すること。
　（６）　修繕費の負担等
　　　①　修繕について、見積金額が１件につき１０万円（消費税及び地方消費税含む。）以下のものについては、原則として指定管理者が自己の費用と責任において実施するものとする。指定管理者は、事業収支計画書を作成する際に、必要な経費として３０万円を計上すること。
　　　②　指定管理者は、管理施設に修繕の必要が生じたとき、及び修繕料の金額に不足することが見込まれるときは、あらかじめ町と協議を行うこと。
　（７）　消防、防災業務
　　　　　指定管理者は、管理権原者として、防火管理者の有資格者を選任し、次の業務を行わせること。
　　　①　消防計画の作成、危機管理体制（緊急連絡網）の構築
　　　②　消防本部及び消防署との調整
　　　③　消防計画に基づく消防訓練等の実施
　（８）　遺失物取扱い業務
　　　　　遺失物については、警察への届出等適切に対応すること。
　（９）　駐車場業務
　　　　　催事等の状況により適切に対応すること。利用目的以外の駐車、駐輪を発見した場合は、注意、警告をして退去を促すこと。また、長期にわたる放置車両については、町に状況を報告すること。
　（10）　環境への配慮
　　　　　利用者サービスの低下を招かない範囲で省エネルギーの推進に努めるとともに、廃棄物については、発生の抑制とリサイクルを推進しつつ適正な処理を行うこと。また、環境負荷の低減に資する物品等の調達など環境に配慮した指定管理業務の実施に努めること。
　（11）　鍵の管理
　　　　　施設の施錠及び開場については、貸与された鍵により行うこと。なお、施設マスターキーの使用及び保管については、指定管理者が厳重なる管理責任をもって使用及び保管すること。毀損、紛失などの場合は、速やかに町に報告すること。
　（12）　クレーム対応
　　　　　クレームに対しては、迅速かつ適切な対応を講じるとともに、随時、町にクレームの内容及び対応措置を報告すること。
　（13）　施設の目的外利用の許可
　　　　　指定管理者は、施設を設置目的以外の用途に利用する場合は、あらかじめ町長に行政財産使用許可の申請を行い、その許可を得ること。
　６　利用者の安全確保に関すること
　　　利用者の安全対策、監視体制等について、各種マニュアルを作成し、指定管理業務に従事する者（以下「従事者」という。）を指導し、万一に備えて従事者を訓練すること。
　７　個人情報保護に関すること
　　  別記「個人情報保護取扱特記事項」を遵守するとともに、個人情報保護の大切さを従事者に周知徹底し、万一これが漏えい等した場合の対策を講じること。
　８　事業計画及び実施報告に関すること
　（１）　毎年度開始の１月前までに、事業計画書を提出すること。
　（２）　毎月終了後、次の内容を記載した月報を翌月の１０日までに提出すること。
（月間の開館状況、来客者数、利用料金額、苦情への対応状況等）
　（３）　年度終了後３０日以内に、事業報告書を提出すること。
　（４）　その他、町が必要とする報告書を提出すること。
　９　施設の管理運営のための体制の整備に関すること
　（１）　人員の配置
　　　①　従事者の勤務体制は、施設の管理運営に支障がないように配慮すること。
　　　②　指定管理者は、毎年度開始に当たり従事者名簿を作成し、町に提出すること。また、異動があった場合は、その都度提出すること。
　　　③　施設にキャンプ場管理人（以下「管理人」という。）を置くものとし、管理人は従事者の管理監督及び施設の管理などすべての業務を総括する。また、管理人が不在の時は、あらかじめ指定を受けた者が職務を代行することとし、施設には必ず管理責任者を常駐させること。
　　　④　管理事務従事者は、利用者に対する適切な接客ができ、管理運営業務の遂行に必要な事務能力を有し、健康な者を配置すること。
　　　⑤　従事者の人員体制は、常時、次のとおりとする。
　　　　ア　管理人　　　　　　　　　　　　　１名
　　　　　　施設の総括責任者として、町との窓口となる者とします。
　　　　イ　管理事務従事者（受付事務含む）　１名以上　
　　　　　※　管理人は、管理事務従事者を兼ねることができるものとします。
　　　　ウ　その他の業務従事者　　　　　　　必要な人数　
　（２）　従事者の研修
　従事者の資質を高めるために、施設の管理運営に必要な研修を実施すること。
　（３）　モニタリングの実施
　　　　　指定管理者は、利用者のニーズやサービスの満足度を把握するために、適宜意識調査などを行うように努めること。
　（４）　自己評価の実施
　　　　　指定管理者が行う業務の質と住民等への適切なサービスの向上を図るため、年度毎に自己評価を行い、町に報告するとともに今後の業務に反映させること。
　10　事故発生時及び災害時等の非常対応に関すること
　　  指定管理者は、管理施設において事故や災害等が発生したときは、速やかに町に連絡するとともに、被害を最小限とするよう必要な対策を講じること。
　11　指定期間開始前の引継ぎ事務に関すること
　　　指定管理者は、指定管理期間開始前において、町との協議に基づき定めた日から円滑かつ支障なく管理運営業務を実施できるように引継ぎを行うこと。引継ぎに要した費用は、全て指定管理者の負担とする。
　12　指定期間の満了等に伴う引継ぎ事務に関すること
　　  指定管理期間の満了又は指定の取消しにより、次期指定管理者に事務引継ぎを行う必要が生じた場合は、指定管理者は速やかに原状回復すること。また、指定管理期間満了の日前において町の指定する日から円滑な事務引継ぎに協力すること。
　13　その他必要な業務

第７　自主事業の実施
　　　指定管理者は、施設の設置目的に合致し、かつ本業務の実施を妨げない範囲において、自己の費用と責任により、自ら興行の企画や誘致、レストラン事業、物販事業等の自主事業を行うことにより収入を得ることができる。
　１　自主事業を実施する場合においては、町に対して事業計画書を提出し、事前に承認を得ること。
　２　自主事業に係る会計は、指定管理業務とは別会計とすること。

第８　保険への加入
　１　管理業務に関し、町は次の保険に加入する。
　　　建物の火災保険
　２　管理業務に関し、指定管理者は次の保険に加入すること。
　（１）　指定管理者は、（一社）日本オートキャンプ協会が推奨する「キャンプ場総合保険」に加入するものとする。この保険は、第三者への賠償責任をカバーする「賠償責任保険」、キャンプ場内でケガをしてしまったキャンパーへの見舞金としての「見舞金保険」、キャンプ場の従業員の方のための「傷害保険」がセットになっているもの。又は、上記保険と同等の保険に加入するものとする。
　（２）　自動車保険

第９　責任分担　
町と指定管理者の責任分担は、基本協定書において定める。

第10　立入検査
　　　 町は、必要に応じ、施設等の立入検査を実施することがある。指定管理者は、これに誠実に対応すること。

第11　協議
　１　指定管理者が施設の管理運営に係る各種規程を作成する場合は、町と協議を行うこと。　　 
　２　指定管理者は、この仕様書に規定するもののほか、指定管理者の業務の内容及び処理について疑義が生じた場合は、町と協議し決定するものとする。
































別記Ｎｏ.１
南三陸町神割崎キャンプ場等施設清掃等業務
１　業務の内容
　　神割崎キャンプ場及び神割観光プラザを常に清潔で快適な環境に保つため、日常清掃を実施すること。
業務を実施するに当たり、必要な人員を配置し、実施の日時については施設の稼働状況に合わせて適宜調整し、施設の利用に支障がないようにすること。
また、町担当職員が巡視して、清掃の実施を指示することがあるので即時対応できるようにすること。
	清掃箇所
	業　　務　　内　　容
	実施回数
	備　考

	トイレ　６箇所
	水洗い清掃等
①神割観光プラザ　②キャンプ場入口　
③サニタリーハウス　④第３キャンプ場
⑤第４キャンプ場　
⑥オートキャンプ場のサニタリーハウス
	随　時
	

	キャンプ場
オートキャンプ場
	下草刈り払い及びゴミ収集作業、樹木剪定
	随　時
	

	遊歩道
	下草刈り払い及びゴミ収集作業、樹木剪定
	随　時
	

	園地
	下草刈り払い及びゴミ収集作業、樹木剪定
	随　時
	

	道路
	路肩下草刈り払い
	随　時
	

	駐車場
	ゴミ収集作業
	随　時
	

	サニタリーハウス ２棟
	清掃作業
①第１キャンプ場　
②オートキャンプ場のサニタリーハウス
	随　時
	

	炊事棟　　　　　 ３棟
	清掃作業
①第１キャンプ場　②第３キャンプ場　
③第４キャンプ場の炊事棟
	随　時
	

	バーベキューハウス
　　　　　　１棟
	清掃作業
①第１キャンプ場のバースハウス
	随　時
	

	ログキャビン　　３棟
	清掃作業
①第１キャンプ場のキャビン棟
	随　時
	

	神割観光プラザ

	清掃作業
	随　時
	



















別記Ｎｏ.２
神割観光プラザ管理業務
	区　分
	業　　務　　内　　容
	業　　務　　要　　領

	施設の管理
	①　火災、盗難防止のための館内
施設の巡視
②　入口の開閉及び各室、窓等の施錠の点検
③　出入者の監視
④　鍵の保管、管理
⑤　備品の管理
⑥　館内外の清掃
	○業務中、異常を発見した場合は速やかに町に連絡し指示を受けること。但し、緊急を要する場合は、直ちに応急処置を講ずるとともに、町に報告すること。
○業務中に処理した事項を日誌に記入すること。
○鍵、備品等の所在を明確にしておくこと。


	受付、案内等の業務
	①　文書、備品、電話等の受付
②　利用者の受付、会議等の利用に関する案内
③　地場産品等の展示即売
④　旅館、民宿等の観光案内
⑤　町内観光施設等の案内
⑥　利用料金の徴収
	○利用者の便に供するよう速やかに処理すること。
○休憩所としての機能を併せて持つこと。
○利用者に不快感を与えないよう身だしなみ、言葉づかいに十分配慮すること。
○収納事務、領収書発行、日報、月報の作成、書類の保管等正確に整理、管理に努めること。


	レストラン等の使用
	来館者への食事等の提供
	○衛生管理には、最善の努力をはらうこと。





別記Ｎｏ.３
神割観光プラザ消防設備保守管理業務
１　点検実施
（１）　機器点検　　年２回
（２）　総合点検　　年１回
２　留意事項
　（１）　点検作業は、消防法の規定に基づき点検資格を有する者に行わせること。
　（２）　点検作業は、施設の休業日又は利用者が少ない時間帯に実施すること。
（３）　点検実施者が設備機器の点検作業のため、設備の一部又は全部の機能を停止しようとする場合、又　は機能を回復した場合は、直ちにその旨を報告させること。



別記Ｎｏ.４
神割崎キャンプ場等ゴミ収集運搬
１　業務の内容
神割崎キャンプ場地内の一般資源物（粗大ゴミ・薬品類を除く）を廃棄物処理法に基づき適正な処理施設に運搬し処理する。
（１） 対象物　　一般資源ゴミ
（２）　指定管理者は、町で指定する処理場または、廃棄物処理法に基づく処理施設に運搬し処理すること。
　







別記Ｎｏ.５
浄化槽維持管理業務
１　神割崎オートキャンプ場浄化槽維持管理・清掃業務
（１）　浄化槽の種類　　　フジクリーン式・合併処理方式５１人槽
（２）　施行仕様
　　　①　委託業務については、浄化槽法第８・９条の規定及び同法施行規則第２・３条の基準、その他関係諸法令等を遵守し業務を行うものとする。
　　　②　保守点検は、通常点検（年４回）、簡易点検（年８回）実施し、その業務完了後に内容を記載した点検表を委託者に提出するものとする。
　　　③　清掃及び汚泥抜き取りは年１回以上とする。但し、「仕様書」にない清掃・抜き取りについては別途とする。
　　　④　法定検査（法第１１条）は、年１回実施する。但し、法第７条による法定検査を実施した場合は、法第１１条による検査は、実施しないものとする。（放流水水質検査は別途とする。）
　　　⑤　その他、「仕様書」にない事項については、委託者・受託者誠意をもって協議するものとする。
２　神割崎サニタリーハウス浄化槽維持管理・清掃業務
（１）　浄化槽の種類　　　フジクリーン式・合併処理方式１００人槽（単位装置あり）
（２）　施行仕様
　　　①　委託業務については、浄化槽法第８・９条の規定及び同法施行規則第２・３条の基準、その他関係諸法令等を遵守し業務を行うものとする。
　　　②　保守点検は、通常点検（年２６回）実施し、その業務完了後に内容を記載した点検表を委託者に提出するものとする。
　　　③　清掃及び汚泥抜き取りは年１回以上とする。但し、「仕様書」にない清掃・抜き取りについては別途とする。
　　　④　法定検査（法第１１条）は、年１回実施する。但し、法第７条による法定検査を実施した場合は、法第１１条による検査は、実施しないものとする。（放流水水質検査は別途とする。）
　　　⑤　その他、「仕様書」にない事項については、委託者・受託者誠意をもって協議するものとする。
３　神割崎公衆トイレ浄化槽維持管理・清掃業務
（１）　浄化槽の種類　　　フジクリーン式・単独処理方式１７５人槽
（２）　施行仕様
　　　①　委託業務については、浄化槽法第８・９条の規定及び同法施行規則第２・３条の基準、その他関係諸法令等を遵守し業務を行うものとする。
　　　②　保守点検は、通常点検（年４回）、簡易点検（年８回）実施し、その業務完了後に内容を記載した点検表を委託者に提出するものとする。
　　　③　清掃及び汚泥抜き取りは年１回以上とする。但し、「仕様書」にない清掃・抜き取りについては別途とする。
　　　④　法定検査（法第１１条）は、年１回実施する。但し、法第７条による法定検査を実施した場合は、法第１１条による検査は、実施しないものとする。（放流水水質検査は別途とする。）
　（５）その他、「仕様書」にない事項については、委託者・受託者誠意をもって協議するものとする。














別記Ｎｏ.６
個人情報取扱特記事項
　（基本的事項）
第１条　指定管理者（以下「乙」という。）は、この協定に基づき実施する管理業務に係る個人情報の取扱いに当たっては、個人情報の保護に関する法律（平成１５年法律第５７号。以下「個人情報保護法」という。）その他関係法令の趣旨を踏まえ、個人の権利利益を侵害することのないよう努めなければならない。
　（秘密の保持）
第２条　乙は、管理業務に関して知り得た個人情報をみだりに他に知らせ、又は不当な目的に使用してはならない。指定の期間が満了し、又は指定を取り消された後においても同様とする。
　（収集の制限）
第３条　乙は、管理業務の実施に当たって個人情報を収集するときは、管理業務の目的を達成するために必要な範囲内で、適法かつ公正な手段により行わなければならない。
　（利用及び提供の制限）
第４条　乙は、南三陸町（以下「甲」という。）の指示又は承諾がある場合を除き、管理業務に関して知り得た個人情報を管理業務の目的以外の目的に利用し、又は第三者に提供してはならない。
　（漏えい、き損及び滅失の防止等）
第５条　乙は、管理業務に関して知り得た個人情報の漏えい、き損及び滅失の防止その他の個人情報の適切な取扱いのために必要な安全管理措置を講じなければならない。
　（再委託の禁止）
第６条　乙は、管理業務に係る個人情報の取扱いを含む業務の全部又は一部を第三者に委託してはならない。ただし、甲の承諾を得た場合については、この限りでない。
２　前項ただし書の規定により第三者に委託する場合にあっては、乙は、受託者に対し、当該委託で取り扱う個人情報の安全管理が図られるよう、必要かつ適切な措置を講じなければならない。
　（個人情報の消去等）
第７条　乙が管理業務の実施に当たり甲から提供を受け、又は自らが収集し、若しくは作成した個人情報が記録された資料等は、指定期間の満了後直ちに甲に返還し、又は引き渡し、若しくは甲の指示に従い抹消しなければならない。ただし、甲が別に指示したときは当該方法による。
　（従事者等への教育研修等）
第８条　乙は、管理業務に従事する者に対して、在職中及び退職後において、管理業務に関して知り得た個人情報をみだりに他人に知らせ、又は不当な目的に使用してはならないこと等、個人情報の保護に関して必要な教育研修の実施その他適切な監督を行わなければならない。
　（事故報告）
第９条　乙は、管理業務の実施に当たり、個人情報が記録された資料等の漏えい、滅失、その他の事故が発生したとき、又は発生するおそれがあることを知ったときは、速やかに甲に報告し、甲の指示に従わなければならない。
　（苦情の処理）
第１０条　乙は、管理業務に係る個人情報の取扱いに関して苦情があったときは、適切かつ迅速な処理に努めなければならない。
　（体制の整備）
第１１条　乙は、管理業務に係る個人情報の適正な取扱いに資するため、個人情報保護法その他関係法令の趣旨に則して、収集、利用、提供及び適正管理等のほか、開示、訂正及び利用停止の申出等に関して必要な事項を定めた規程を制定しなければならない。
２　乙は、前項の規定により規程を制定し、又は変更しようとする場合は、甲とあらかじめ協議しなければならない。
３　乙は、管理業務に係る個人情報の保護措置を適切に行うため、個人情報管理者を置き、必要な管理及び措置を行わせる等、必要な体制を整備しなければならない。
　（実地調査）
第１２条　甲は、乙が管理業務で取り扱う個人情報の状況について、必要に応じ、実地に調査することができる。
　（損害賠償）
第１３条　乙が故意又は過失により個人情報を漏えいしたときは、乙はそれにより甲又は第三者に生じた損害を賠償しなければならない。
（別記様式）


（利用料金・利用時間・休業日）の設定に関する協議書


平成　　年　　月　　日

　
南三陸町長　あて


（指定管理者）
団体名
代表者氏名　　　　　　　　　　　　　　　㊞


公の施設の（利用料金・利用時間・休業日）について、下記のとおり（設定・変更）したいので、協議します。


記


１　公の施設の名称


２　（設定・変更）しようとする事項及びその内容

　　（変更前）

　　（変更後）


３　（設定・変更）理由












（別表）管理物品一覧表

○　神割観光プラザ等に備え付けている備品
	NO.
	品　　　名
	数量
	備　　　考

	1
	拡声設備一式
	1
	事務室、購入金額\442,900

	2
	放送機器一式（アンプ、デッキ、チューナー）
	1
	事務室、マイク3本、購入金額\168,000

	3
	草刈機（大型）
	1
	倉庫、購入金額\294,000

	4
	草刈機（小型）
	2
	倉庫

	5
	キーケース
	1
	事務室、購入金額\6,756

	6
	金庫（手持ち）
	1
	宿直室、購入金額\12,936

	7
	消火器
	5
	

	8
	レジスター
	1
	故障中

	9
	絵画「昇陽南三陸」
	1
	ロビー

	10
	額装100号
	1
	ロビー、購入金額\210,000

	11
	電話機
	1
	

	12
	ＦＡＸ
	1
	

	13
	暖房機
	2
	多目的ホールとレストラン、　　　　　　購入金額\254,000

	14
	黒板
	1
	多目的ホール

	15
	書類棚
	2
	事務室

	16
	机
	2
	事務室

	17
	椅子
	2
	事務室

	18
	テーブル
	9
	レストラン

	19
	椅子
	40
	レストラン

	20
	椅子
	53
	多目的ホール

	21
	AED（自動体外式除細動器）
	1
	ロビー



○　厨房設備（レストランの付帯設備として整備したもの）
	NO.
	品　　　名
	数量
	備　　　考

	1
	冷凍冷蔵庫
	1
	

	2
	作業台
	1
	

	3
	ガス赤外線グリラー
	1
	

	4
	炊飯台
	2
	

	5
	中華ゆで麺機
	1
	

	6
	自動フライヤー
	1
	

	7
	作業台
	1
	

	8
	二層シンク
	1
	

	9
	ガスレンジ
	1
	

	10
	ガステーブル
	1
	

	11
	引出付調理台
	2
	

	12
	エレファントシェルフ
	2
	

	13
	戸棚
	1
	

	14
	ダスト水切付二層シンク
	1
	

	15
	パイプ棚
	1
	

	16
	手洗器
	2
	

	17
	製氷機
	1
	

	18
	サービスシンク
	1
	

	19
	コールドテーブル
	1
	

	20
	調理台
	1
	

	21
	ボイラー設備
	1
	




○　オートキャンプ場の設備等
	NO.
	品　　　名
	数量
	備　　　考

	1
	照明灯（野外）
	2
	

	2
	ガーデンライト（野外）
	5
	

	3
	殺虫器（野外）
	5
	

	4
	ボイラー（サニタリーハウス）
	4
	

	5
	コインランドリー（サニタリーハウス）
	2
	コイン式洗濯機

	6
	シャワー（サニタリーハウス）
	4
	

	7
	水洗トイレ小（サニタリーハウス）
	2
	

	8
	水洗トイレ大（サニタリーハウス）
	5
	

	9
	水道（サニタリーハウス）
	15
	

	10
	カード式ゲート1式
	1
	

	11
	クリーンハウス
	1
	現在は仮設住宅入居者が使用している。




○　第１キャンプ場の設備等
	NO.
	品　　　名
	数量
	備　　　考

	1
	水道（野外）
	8
	一部破損により使用不可

	2
	照明灯（野外）
	3
	一部腐食あり

	3
	スピーカー（野外）
	2
	

	4
	ガスコンロ（炊事棟、コイン式）
	6
	

	5
	水道（炊事棟）
	11
	

	6
	蛍光灯（炊事棟）
	6
	

	7
	釜戸（バーベキューハウス）
	17
	一部老朽化により使用不可

	8
	テーブル（バーベキューハウス）
	5
	

	9
	ベンチ（バーベキューハウス）
	6
	

	10
	温水シャワー（サニタリーハウス、コイン式）
	6
	

	11
	水道（サニタリーハウス）
	12
	

	12
	水洗トイレ小（サニタリーハウス）　　
	2
	

	13
	水洗トイレ大（サニタリーハウス）　　
	2
	

	14
	蛍光灯（サニタリーハウス）
	16
	

	15
	ボイラー（サニタリーハウス）
	2
	

	16
	水道（倉庫）
	4
	一部破損により使用不可

	17
	照明灯（倉庫）
	1
	



○　第２キャンプ場の設備等
	NO.
	品　　　名
	数量
	備　　　考

	1
	水道（野外）
	4
	

	2
	照明灯（野外）
	1
	

	3
	スピーカー（野外）
	1
	

	4
	釜戸（野外）
	1
	

	5
	ライトアップ（野外）
	2
	

	6
	水洗トイレ小（公衆トイレ）
	2
	

	7
	水洗トイレ大（公衆トイレ）
	7
	だれでもトイレ1

	8
	水道（公衆トイレ）
	5
	

	9
	照明設備（公衆トイレ）
	13
	



○　第３キャンプ場の設備等
	NO.
	品　　　名
	数量
	備　　　考

	1
	トイレ小（非水洗）
	8
	木造2箇所

	2
	トイレ大（非水洗）
	12
	木造2箇所

	3
	水道（野外）
	10
	

	4
	照明灯（野外）
	2
	

	5
	釜戸（野外）
	12
	一部老朽化により使用不可

	6
	テーブル（野外）
	12
	

	7
	スピーカー（野外）
	3
	

	8
	水道（炊事棟）
	24
	2箇所



○　第４キャンプ場の設備等
	NO.
	品　　　名
	数量
	備　　　考

	1
	照明灯（野外）
	1
	

	2
	釜戸（野外）
	8
	一部老朽化により使用不可

	3
	電気設備（野外）
	6
	

	4
	水道（炊事棟）
	12
	




○　駐車場の設備等
	NO.
	品　　　名
	数量
	備　　　考

	1
	照明灯（野外）
	7
	

	2
	電気設備（野外）
	26
	3箇所

	3
	水道（野外）
	4
	

	4
	水道（非水洗トイレ）
	8
	仮設住宅横、現在は使用していない。

	5
	トイレ小（非水洗）
	4
	仮設住宅横、現在は使用していない。

	6
	トイレ大（非水洗）
	6
	仮設住宅横、現在は使用していない。



5

